
  

知
っ
て
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
？ 

上
ノ
国
が
北
海
道
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
る
理ワ

由ケ

　

か
つ
て
蝦
夷
地（
北
海
道
）

に
は
、
１
１
８
９
年
の
源
頼

朝
に
よ
る
奥
州
征
伐
か
ら
逃

れ
た
和
人
が
住
ん
で
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
に
は
、
青
森
県

十
三
湖
（
旧
市
浦
村
）
を
拠

点
に
し
た
蝦
夷
地
管
領
の
安

藤
氏
が
北
海
道
を
統
治
し
て

お
り
、
安
藤
氏
は
蝦
夷
と
の

交
易
の
た
め
、
現
在
の
上
ノ

国
、
松
前
、
函
館
な
ど
を
港

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、
松
前
の
位
置
に

あ
っ
た
港
よ
り
太
平
洋
側
を

『
下
之
国
』、日
本
海
側
を『
上

之
国
』と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が
本
町
の
由
来
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
は
、
町
制
施

行
５０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

本
町
が
北
海
道
発
祥
の
地
と

言
わ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　1430年頃、東北を支配していた安藤氏が蝦夷地管領
として流刑人の監視や交易の拠点などの役割を持たせた
十二の館を築いた事が大きな転機でした。
　そして1456年、安藤氏より上之国守護に任じられ、
道南十二館の内の一つ『花沢館』の主であった蠣崎季繁
の元に一人の武将が訪れたことが、北海道に和人文化が
根付く大きなきっかけとなったと言われています。

北海道の“中心”だった上之国

その始まりの歴史
　

１４
世
紀
頃
、
蝦
夷
は
東
北
地
方
の
豪
族
・
安
藤

氏
の
支
配
地
域
で
あ
り
、
１５
世
紀
中
頃
に
配
下
の

蠣
崎
氏
が
花
沢
館
を
拠
点
と
し
て
、
上
之
国
を
統

治
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１
４
３
２
年
と
１
４
４
２
年
の
２
回

に
わ
た
り
、
主
君
で
あ
る
安
藤
氏
が
、
同
じ
く
東

北
地
方
の
豪
族
で
あ
っ
た
南
部
氏
と
の
争
い
に
敗

れ
、
蝦
夷
地
へ
敗
走
し
て
く
る
事
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
４
５
４
年
に
南
部
氏
に
捕
え
ら
れ

た
安
藤
政
季
と
共
に
蝦
夷
地
へ
と
渡
っ
て
き
た
の

が
武
将
『
武
田
信
廣
』
で
あ
り
、
信
廣
は
上
之
国

の
守
護
者
で
あ
っ
た
蠣
崎
氏
の
客
将
と
し
て
花
沢

館
に
身
を
寄
せ
ま
し
た
。

上
之
国
の
転
機

　

そ
れ
か
ら
２
年
後
、
志
海
苔
（
函
館
市
）
に
お

い
て
、
和
人
と
ア
イ
ヌ
の
諍い

さ
かい
か
ら
『
コ
シ
ャ
マ

イ
ン
の
戦
い
』
が
勃
発
し
、
そ
の
翌
年
、
道
南
各

地
に
築
か
れ
て
い
た
和
人
の
砦
「
道
南
十
二
館
」

の
う
ち
、
花
沢
館
と
茂
別
館
以
外
の
十
館
が
攻
め

落
と
さ
れ
る
危
機
的
状
況
に
陥
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
蝦
夷
地
か
ら
和
人
が
滅
ぼ
さ
れ

る
と
い
う
局
面
に
お
い
て
、
武
田
信
廣
の
指
揮
す

る
軍
が
花
沢
館
を
出
陣
し
、
現
在
の
七
重
浜
付
近

で
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
討
ち
取
り
、
戦
い
を
終
結
さ

せ
ま
し
た
。

信
廣
の
蝦
夷
平
定

　

こ
の
功
績
に
よ
っ
て
、
信
廣
は
守
護
で
あ
っ
た

蠣
崎
季
繁
の
義
娘
（
主
君
安
藤
氏
の
娘
）
の
娘
婿

と
し
て
迎
え
ら
れ
、
蠣
崎
家
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ

た
の
で
す
。

　

そ
し
て
姓
が
蠣
崎
と
な
っ
た
信
廣
は
、
現
在
の

砂
館
神
社
の
位
置
に
洲
崎
館
を
、
そ
の
後
夷
王
山

中
腹
に
勝
山
館
を
建
て
、
上
之
国
を
拠
点
に
蝦
夷

地
の
統
治
に
乗
り
出
し
て
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

統
治
に
向
け
て

１
４
３
０
年
頃

　

渡
党
（
わ
た
り
と
う
）
と
称
す
る
人
々

が
、
各
地
に
拠
点
の
館
を
築
く
。

（
後
の
道
南
十
二
館
）

１
４
３
１
年

　

武
田
信
廣
、
若
狭
国
の
守
護
大
名
・
武

田
信
賢
の
子
と
し
て
若
狭
小
浜
青
井
山
城

に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
。

※
諸
説
有
り

１
４
５
３
年

　

オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
が

　

東
ロ
ー
マ
帝
国
を
滅
ぼ
す 

１
４
５
４
年

　

南
部
氏
と
の
争
い
に
敗
れ
、
捕
え
ら
れ

た
安
藤
政
季
が
、
武
田
信
廣
と
共
に
北
海

道
へ
渡
海
。 

　

信
廣
は
上
ノ
国
を
守
護
し
て
い
た
蠣
崎

季
繁
の
客
将
と
し
て
花
沢
館
に
入
る
。

１
４
５
６
年

　

コ
シ
ャ
マ
イ
ン
の
戦
い
勃
発

１
４
５
７
年

　

道
南
十
二
館
の
う
ち
十
館
が
陥
落
し
た

中
、
武
田
信
廣
が
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
を
討
ち

取
り
、
戦
を
終
息
さ
せ
る

１
４
５
７
年

　

信
廣
、
蠣
崎
季
繁
の
娘
に
婿
入
り
し
、

蠣
崎
家
を
継
ぎ
、
洲
崎
館
を
築
く(

砂
館

神
社
の
近
傍)

１
４
６
２
年

　

洲
崎
館
の
北
に
昆
沙
門
天
王
社
を
創
立

（
今
の
砂
館
神
社
）

１
４
６
７
年 

－ 

１
４
７
７
年

　

応
仁
の
乱 

（
戦
国
時
代
始
ま
る
）

１
４
７
０
年
頃

　

信
廣
、
本
町
の
夷
王
山
中
腹
に
勝
山
館

を
築
城
す
る
。 

１
４
７
３
年

　

信
廣
が
勝
山
館
に
館
神
八
幡
宮
を
建
立

（
現
在
の
上
ノ
國
八
幡
宮
）　　
　

１
４
８
５
年　

山
城
の
国
一
揆

１
４
９
２
年

　

コ
ロ
ン
ブ
ス
が
新
大
陸
発
見 

１
４
９
４
年

　

信
廣
が
勝
山
館
で
没
し
（
享
年
６
４

歳
）、
夷
王
山
に
葬
ら
れ
る
。 

１
５
１
４
年

　

信
廣
の
子
・
蠣
崎
光
廣
が
居
城
を
勝
山

館
か
ら
松
前
の
徳
山
館
へ
と
移
す
。

１
５
５
１
年

　

天
の
川
が
和
人
地
と
ア
イ
ヌ
の
領
地
の

境
目
と
な
る

１
５
６
０
年　

桶
狭
間
の
戦
い

１
５
７
３
年　

室
町
幕
府
滅
亡

１
５
８
２
年

　

本
能
寺
の
変
、
織
田
信
長
没
す
る

１
５
９
０
年

　

小
田
原
征
伐(

豊
臣
秀
吉
の
全
国
統
一
）

１
５
９
３
年

　

蠣
崎
慶
広
が
秀
吉
か
ら
蝦
夷
島
主
と
し

て
承
認
さ
れ
安
東
氏
か
ら
独
立

１
５
９
８
年　

　

 

豊
臣
秀
吉
、
伏
見
城
で
没
す
る

１
５
９
９
年

　

信
廣
か
ら
５
代
目
、
蠣
崎
慶
広
が
氏
を

「
松
前
」
と
改
め
る

１
６
０
０
年　

関
ヶ
原
の
戦
い

１
６
０
３
年　

江
戸
幕
府
成
立

１
６
０
４
年

　

慶
広
が
徳
川
家
康
に
拝
謁
し
、
松
前
藩

初
代
藩
主
と
し
て
認
め
ら
れ
る

上
之
国
と
道
南
史

そ
の
時
日
本
・
世
界
で
は

特集
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